
連合スポーツ大会 老人会芸能大会 ファミリーウォーキング

中里地区 
　中里地区は青葉区の中央に位置し、地区の東側に住宅地が
広がり、また農地の利用も多い地域です。地域を住み良い環境
にすることや人々の交流をモットーに、学校や施設と協力しな
がら、７つの自治会（鉄町内会・黒須田自治会・大場町一心会・や
よいが丘自治会・禅当寺自治会・あざみ野白ゆり自治会・みす
ずが丘自治会）が様々な活動を続けています。イベントや防災
訓練等に担い手として参加する住民が増え、住民同士の交流、
親睦や住民の輪が発展し、次の地域活動へと広がっています。

● 伝統行事などの取組に近隣の学校が協力してくれている。
● 行事を通じて担い手として参加する子どもが出てきた。
● 地域行事の参加者が地域の担い手になりつつある。
● 情報共有のデジタル化を進め、次世代の担い手につなげていく
ことが必要。

● ファミリーウォーキング等のイベントが様々な団体や多世代交
流の機会になった。今後は団体間の結びつきも深めていきたい。

● 誰とも繋がっていない一人暮らしの高齢者などに対して、アプローチすることが必要。

連合自治会、単位自治会、地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員、保健活動推進員、老人クラブ、青少年
指導員、スポーツ推進委員、消防団、よりそい・あおば（ボランティア団体）、緑の郷（特別養護老人ホーム）、
横浜あおばの里（介護老人保健施設）、横浜シルバープラザ（介護老人保健施設）、地域療育センターあおば、
親と子のつどいの広場　WITH

担当地域ケアプラザ：大場地域ケアプラザ、すすき野地域ケアプラザ

鉄町
大場町

黒須田

みすずが丘

市ケ尾町

特別養護老人ホーム 緑の郷

介護老人保健施設
横浜あおばの里

介護老人保健施設 
横浜シルバープラザ

鉄小 大場地域
ケアプラザ

地域療育センター
あおば

すすき野地域ケアプラザ

黒須田小

親と子のつどいの広場 WITH

大場みすずが丘
地区センター

地区内の
町丁目 鉄町、黒須田、みすずが丘 、大場町、市ケ尾町（一部）

第４期計画の振り返り

推進会議の主なメンバー

地域で行われている活動
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第1章 第2章 第3章 第4章 第5章

● 伝統行事や地域活動を通して、すべての世代が地域への愛着を深める
● 若い世代や地域の情報が届きにくい人にも地域活動を知ってもらえるようにPR 方法を工夫する
● 防災・防犯の取組を通じて、住民の意識を醸成し、つながりを深めていく
● となり近所の交流を深め、災害時の助け合いにつなげる

● 若い世代が地域活動やボランティア活動を始めるためのきっかけや機会をつくる
● イベントや行事を通じて、一緒に地域活動をする人を増やしていく
● 伝統行事を継続していけるように、地域の担い手を育成する仕組みをつくる
● 活動団体間の結びつきを深め、多世代の交流や活動の拡大を図る

● 高齢者施設等と連携し、地域ぐるみで介護予防や生活支援などに取り組む
● 高齢者の居場所（シニアサロン・シニアカフェなど）での相談・見守り体制をすすめる
● 芸能大会やお花見会・軽スポーツなど老人クラブの活発な活動を支援していく
● 様々な場で障がい者や認知症を理解する機会をつくる

● 子育て世代を地域で見守り、多世代が交流できる場づくりを継続していく
● 登下校の見守りを継続し、子どもとふれあう機会を増やす
● 学校とのつながりを大切にし、協力して活動を行っていく
● 地域行事に親子で参加して、一緒に地域を盛り上げる経験をしてもらう

みんなで支えあい、
ふるさととして愛されるまち“中里”
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めざしたいまちの姿

目標 1
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取 

組
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みんなが助け合い、協力できるまち

目標 2 地域力を高める人が育つまち

目標 3 高齢者や障がい者が生き生きと暮らせるまち

目標 4 安心して子どもを育てられるまち
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